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	1 受講者の声（○）
	[bookmark: _GoBack]○　児童生徒の道徳的価値の理解を把握するために、ポートフォリオなどを活用して継続的に成長の様子を把握することが大切であると改めて実感した。
○　道徳科における評価では、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てるために、児童生徒一人一人のよさや成長の様子を見取ることが大切であるということを理解することができた。

	2 成　果（○）
	○　指導のねらいに即して、問題解決的な学習などを取り入れるなど、指導方法について主体的に考えることができた。

	③　課　題（●）
　　改善策（・）
	●　道徳科の授業を効果的に行っていくためには、教師自身の道徳的価値について多面的・多角的な見方ができる感性を磨くことと、経験の積み重ねが必要である。
　・校内研修等において、道徳科の評価や授業の在り方について定期的に研修することなどが考えられる。


□　メンター研修コンテンツを活用した研修の成果など

